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徳
川
宗
賢
博
士
年
譜
お
よ
び
著
述
目
録

こ
の
年
譜
及
び
著
述
目
録
は 、
手
元
の
資
料
を
も
と
に 、
『
国
語
学
研
究

文
献
総
索
引
デ
ー
タ』
第一
・
O二
版に
よっ
て
加
筆
し
作
成
し
た
も
の

で
あ
る。
作
成に
あ
たっ
て
は 、
徳
川
陽
子
氏
お
よ
び
渋
谷
勝
己
氏
に
ご

協
力い
た
だ
い
た 。

年
譜
に
関
し
て
は 、
学
歴
は
入
学
の
校
名
及
び
年
度の
み
を
記
し 、
卒

業
に
つ
い
て
は
省
略
し
た 。
職
歴
は
退
任
の
年
度
と
就
任
の
年
度
と
が
継

続
し
て
い
る
場
合 、
退
任
の
年
度
を
省
略
し
た 。
な
お 、
非
常
勤
講
師
と

し
て
の
出
講
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い 。

著
述
目
録に
関
し
て
は 、
こ
れ
を 、
例
著
書 、
仙川
編
書 、
ω
論
文(い
ず

れ
も
共
編
著を
含む)
の
三
種
に
分
類し 、
そ
れ
ぞ
れ
出
版
年

月
順
に
配
列

し
た 。
そ
の
際に 、
学
会
展
望・
対
談・
座
談・「
西
条
貞」
のペ
ン
ネ
ー

ム
あ
る
い
は
無
記
名
に
よ
る
随
想
の
類は
割
愛
し
た 。
た
だ
し 、
随
想
類

で
も 、
著
者の
研
究
や
興
味
の
広
が
り
を
示
す
も
の
に
つ
い
て
は 、
こ
れ

を
例
論
文
類
の
な
か
に
入
れ
て
採
録
し
た 。

年

譜

昭
和

五
年
十一

月二
十
七
日

ま
れ
る

徳
川
達
成・
元
子
の
次
男と
し
て
東
京
都に
生

昭
和
十
年

昭
和
十二
年

昭
和
十八
年

昭
和二
十三
年

昭
和二
十
四
年

昭
和二
十
八
年

学
昭
和
三
十
年

昭
和
四
十一
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
九
年

昭
和

五
十
年

昭
和

五
十
年

る
昭
和

五
十二
年

昭
和

五
十

五
年
四

月

六
年三
月ま
で)

昭
和六
十一
年
二

月

真

信

治

編

回

四
月
女
子
学
習
院
幼
稚
園
入
国

学
習
院
初
等
科
入
学

学
習
院
中
等
科
入
学

学
習
院
高
等
科(
旧制)
入
学

学
習
院
大
学
文
学
部(
新制
度に
移行)
入
学

学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
入

四
月

四
月

四
月

四
月

四
月

四五六
月月月

国立
国
語研
究
所
研
究
員(第一
研究部)

国立
国
語研
究
所主
任
研究
官(第一
研究部)

国
立
国
語
研
究
所
第一
研
究
部
地
方
言
語
研
究
室
長

国
立
国
語
研
究
所
言
語
変
化
研
究
部
第一
研
究
室
長

大
阪大
学
助
教
授(文学部)

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科の
担
当
を
命ぜ
ら
れ

四
月

四
月

四
月

四
月
大
阪
大
学
教
授(文学
部)

教
科用
図
書
検
定
調査
審
議会
調査
員(昭和五
十

学
術
審
議会
専
門委
員(昭和六
十三
年一
月ま
で

11 



平平平平平平平平平平平平 昭
成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 ーで和
十 十 ±九八七六 五五五 三 元)Z

年年 実 年年年年年年年年年 年
月 十

六 六 六 一七七七
月月日月月月月

著述
目
録

四
月

大
阪
大
学
評
議
員
を
併
任(昭
和六
十三
年三
月ま

二
月

七
月

三
月

四
月

学
術
審
議会
専
門
委
員(平成三
年一
月ま
で)

日
本学
術
会
議会
員(平成六年七月ま
で)

大
阪
大
学を
退
官

大
阪
大
学
名
誉
教
授の
称
号を
授
与さ
れ
る

学
習
院
大
学
教
授(文学部)

博士(文学)
の
学
位を
授
与さ
れ
る(大阪大
学)

日
本学
術
会
議会
員(平成九年七
月ま
で)

国
語
審
議会
委
員

上
海
外国
語大
学
名
誉
教
授の
称
号
を
授
与さ
れ
る

急
性
心
筋
梗
塞
に
よ
り

死
去 、
満六
十八
歳

勲三
等
瑞宝
章を
授
与さ
れ
る

叙正
四
位

四
月

-
著書(共著を
含む)

「日
本
言
語地
図
全六
巻』(共著)(大
蔵省印刷局 、
昭和四
十一
年四月1五
十

年四月)

「
現
代の
日
本
語』(
共著)
(三
省堂 、
昭和五
十二
年一
月)

『日
本人
の
方
言』
(筑・隊舎一房 、
昭和五
十三
年五
月)

「日
本
語と
日
本人』
(共著)
(読売新聞社 、
昭和五
十三
年十月)

「日
本
語の
世
界八
言
葉・
西と
東」
(中央公論社 、
昭和五
寸六年十月)

「こ
と
ば
と
方
言二
方
言
読
本」(日本放送協会学園 、
昭和六
十一
年十月)

「方
言
地
理
学の
展
開』
(ひつ
じ
書房 、
平成五
年十月)

『日
本
語研
究と
教
育の
道』
(明治書院 、
平成六年四月)

『
椎
葉のこ
と
ば
と
文
化』(共著)
(宮崎日日新聞社 、
平成六年十一
月)
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-
編
書(共編を含む)

『方
言
研
究の
すべ
て』(共編)
(至
文堂 、
昭和四十四年九月)

「
類
義
語
辞
典」
(共編)
(
東京堂出版 、
昭和四十七年四月)

『
方
言
地
理
学
図
集』
(共編)
(秋山香応 、
昭和五
十一
年八月)

「国
語学
研
究
法」
(共編)
(武蔵野書院 、
昭和五
十三
年二
月)

『日
本の
言
語学
第六
巻
方
言』(共編)(大修館書庖 、
昭和五
十三
年十月)

「日
本の
方
言
地
図』(中央公論社 、
昭和五
十四年三
月)

「
論
集日
本
語研
究二
ア
クセ
ン
ト』

(有精堂 、
昭和五
十五
年二
月)

『日
米のコ
ミュ
ニ
ケ
ーショ

ン」
(南雲堂 、
昭和六
十年九月)

「
上
方
こ
と
ば
の
世
界』
(武蔵野普段 、
昭和六
十年十一
月)

『
日
本
方
言大
辞
典全三
巻」
(監修・
共編)
(小学館 、
平成元年二
月)

『
新・
方
言学を
学ぶ
人の
た
め
に」
(共編)
(世界思想社 、
平成三
年二
月)

「
集
英
社国
語
辞
典』(共編)
(集英社 、
平成五
年二
月)

『
関
西
方
言の
社会
言
語学」
(共編)
(世界思想社 、
平成七年四月)

『
集
英
社ポ
ケッ
ト

国
語
辞
典」
(集英社 、
平成八年五
月)

-
論
文

つ
日
本
言
語地
図u
をめ
ざし
て」(『言語生活』八
十三 、
昭和三
十三
年八
月)

「
与
論
島と
沖
永
良
部
島の
方
言につ
い
て」(『人類科学』
十号 、
昭和三
十三

年十二
月)

「カマ
キ
リ
の
方
言
分
布を
解
釈す
る」(『国立
国語研究所論集一

研究』 、
昭和三
十凶年二
月)

」
とばの
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「
奄
美
諸
島の
方
言」
(共著)
(日
本学術振興会「奄美』 、
昭和三
十四年三
月)

「
奄
美
諸
島
方
言
言語年代学的調査」(共著)
(日
本学術振興会「奄美』 、
昭和

三
十四年三
月)

「ヒ
キ
ガエ
ル
方
言の
歴
史」
(上・
中・
下)
(『学習院大
学国語国文
学会誌』

四・
五・
十五
号 、
昭和三
十四年九月・
昭和三
十六年四月・
昭和四
十七年

一
月)

「
主
要
な
方
言
文
献
解
説
言語地理学」(『万一盲学講座
第一
巻
概説」
東京堂 、

昭和三
十六
年一
月)

「
話
しこ
と
ば
の
文」
(『話し
聞く』 、
昭和三
十六年十二
月)

「
標
準
語と
共通
語の
違い」(『解釈と鑑賞』二
十七巻二
号 、
昭和三
十七年二

月)
「
日
本
方
言
地
図へ
の
道」(「解釈と
鑑賞』二
十七巻二
号 、
昭和三
十七年二
月)

つ
日
本諸
方
言ア
クセ
ン
ト

の
系
譜。
試
論
||「類の統合」
と『地理的分布』
から

見る
||」

(『学習院大
学国語国文学会
誌』
六
号 、
昭和三
十七年五
月)

「
沖
縄
の
親
族
語
集
||首里士族の用

語i|」
(『沖縄文化」
十三
号 、
昭和三
十八

年
十月)

「
集
団と
こ
と
ば」
(『講座
現代語第一
巻
現代語の
概説」
明治書院 、
昭和三

十八
年
十二
月)

つこ
と
ば。
か
ら
見た
日
本の
地
域
区分」
(『人類科
学』
十六
号 、
昭和三
十九

年三
月)

「
話
しこ
と
ば
の
調査
の
し
方」(『解釈と
鑑賞」二
十九巻七号 、
昭和三
十九年

六
月)

「A-
A
諸
国と
そ
の
言
語」
(『言語生活』
一
五三 、
昭和三
十九年六
月)

「
等
語線
をめ
ぐっ
て」
(「日
本の
方言区画」
東京堂 、
昭和三
十九年十一
月)

「A・
A
諸
国の
圏
内
放送
語」(『国際放送」
四巻八
号 、
昭和三
十九年十一
月)

「
平山
輝
男・
中
本正
智
著『
琉
球
与
那
国
方
言の
研
究』」
(
吉田評)
(『国語と
国

文
学』
四
十一
巻十二
号 、
昭和三
十九年十二
月)

「
子ど
も
の
文
字
絵と
絵
書き
歌」
(「言語生活』
一
六
O 、
昭和四十年一
月)

「
地
域
社会に
お
け
る
中
央
語と
地
方
語
||長岡市における一 、000人調査の結

果を見る
||」(『国立

国語研究所論集二
ことばの研究第二
集」 、
昭和四十

年三
月)

「
方
言と
そ
の
研
究」
(『ほ
うげん』
二 、
昭和四十年四
月)

「
南近
畿
地
方の
ア
ク
セ
ン
ト
||二拍名詞の諸相とその系

譜||」(『三重県方言」

十八
号 、
昭和四
十年六
月)

つ
日
本諸
方
言ア
クセ
ン
ト

の
系
譜。
試
論」
(『三重県方言』
十九号 、
昭和四

十年十二
月)

「
日
本
言
語
地
図の
公
刊」
(『言語生活」
一
七二 、
昭和四十一
年一
月)

「理
解の
等
語線」
(「国語学」
六
十四集 、
昭和四
十一
年三
月)

「
大
学に
お
け
る
国
語
学
教
育改
善に
関す
る
私
見」(『言語生活」一
七四 、
昭

和四
十一
年三
月)

「
日
本
語の
母
音と
子
音」(『ことばの
宇宙』一
巻一
号 、
昭和四十一
年六
月)

「
電
子
計
算
機
で
言語
地
図を
作
る
試み」(共著)
(『計量国語学」
四十号 、
昭

和四
十二
年五
月)

「一言
語
地
理
学に
お
け
る
質
問と
答え」(「国語学」
六
十九集 、
昭和四十二
年

六
月)

「
山
田
実
著『
南
島
方
言
与
論
語
会』」(書評)
(「国語学」
六
十九集 、
昭和四

十二
年六
月)

「
電
子
計
算
機
の
言語
地
図
作
成へ
の
適用」(共著)(『
E叶〉のユ
lザ研究論

集』 、
昭和四
十三年五
月)

「
標準
語の
成立と
上
方こ
と
ば
||『日本言説地図」
を利用して考える
||」(『言
13 



語生活』
二
O二 、
昭和四
十三
年七月)

「『日
本
言
語
地
図」
を
め
ぐっ
て
||本誌河集藤原博士の書評を読む
||」(『国語

学』
七
十四集 、
昭和四十三
年九月)

「日
本の
方
言」
(『速記研修時報』
二
十二
号 、
昭和四十三
年九月)

「
方
言は

。
母の
こ
とば。」(「別冊潮」
十一
号 、
昭和四十三
年十月)

「
利
根
川
流
域に
お
ける
単
語の
分
布」(『人類科学』
二
十一
号 、
昭和四
十四

年三
月)

「
言
語
地
理
学と
言
語
史」(『文科系学会連合研究論文集』二
十号 、
昭和四十

五
年三
月)

「
方
言
研
究の
展
望」
(「一言語と文芸」
六
十九号 、
昭和四
十五
年三
月)

「こ
と
ば
はい
きて
い
る
||『春の方言』二題
||」

(『放送文化』
二
十五
巻三
号 、

昭和四十五
年三
月)

「
平
山
輝
男
博士
還
暦
記
念
会
編『
方
言
研
究の
問
題
点』」(書評)
(『国語学」

八
十三
集 、
昭和四
十五
年十二
月)

「
利
根
川
流
域の
語の
分
布」(共
著)(『利根川』
弘文堂 、
昭和四
十六
年三
月)

「
大
神
宮とセ
キレ
イの
方
言」
(『報公」
一
O三 、
昭和四十七年一
月)

「こ
とば
の
地
理
的
伝
播
速
度な
ど」(「現代言語学』
三
省堂 、
昭和四十七
年

三
月)

「
言
語
地
図の
意
義」(『伝統と
現代』
八巻三
号 、
昭和四十七
年五
月)

「
沖
縄
の
親
族
語
会」
(『沖縄文化論
叢五
言語篇」 、
昭和四
十七年十一
月)

「
民
俗
文
化
解
明へ
の
手が
か
り
方言研究者から見た『全国方言資料』」
(書評)

(『放送文化』
二
十七巻十一
号 、
昭和四十七年十一
月)

「
方
言の
地
図」(『月刊時事』 、
昭和四十八
年六
月)

「日
本
言語
地
図の
た
め
の
調査」
az--口語生活』二
六四 、
昭和四十八
年九月)

「日
本の
方
言
地
図の
歴
史」
(『言語生活』
二六回 、
昭和四
十八
年九月)

「
方き
?ーその変貌
||」

(『週刊時事』
十
了十七 、
昭和四
十八
年十一
月)

「
言
語
地
図に
お
ける
孤
例」(「国立
国語研究所論集四
こ
とばの
研究第四

集』 、
昭和四十八
年十二
月)

「
方
言
地
理
学と
比
較方
言学」(『学習院大学国語国文学会誌」
十七号 、
昭和

四
十九年四月)

「
梅雨」
(「地理』
二
十四巻六
号 、
昭和四
十九年六
月)

「『
千
葉
県
夷
隅川
流
域方
言
地
図」
の
で
きる
ま
で
||学習院大学方言研究会|

ー」
(『方言研究年報」
十七巻 、
昭和四十九年十月)

「
方
言の
地
理
的分

布||特に分布の内容について
||」(「方言と

標準語
l|日本

語方言概説
||』

筑摩書房 、
昭和五
十年一
月)

「
言語
地
理
学
に
お
ける
解
釈」(『シンポジウム
日
本語第五
巻
日
本語の
方

言』
学生
社 、
昭和五
十年三
月)

「
無
限の
夢の
世
界
トゲを表す方雪地図」(『三

省堂ぶつ
くれっ
と』三
号 、
昭和

五
十一
年一
月)

「
福
島
邦
道
氏の
書
評・
国立
国
語
研
究
所
編
『日
本
言語
地
図
6』
ーを

読ん

で」
(『国語学』
一
O四集 、
昭和五
十
二ヰ三
月)

「
東
西の
こ
と
ば
争い」
(『日本語講座第六
巻
日本語の歴史』
大修館書応 、

昭和五
十二
年二月)

「
方
言の
地
域
性
||標準語との共存の可能性
t|」(『争点』五巻十五

号 、
昭和五

十二
年五
月)

「
吉
町
義
雄
著
「九
州のコ
トパ」」(書評)

(『国語学』
一
O九集 、
昭和五
十

二
年六
月)

「
近
石
泰
秋
箸『
香川
県方
言
辞
典』」
(害評)
(『国語学』一
O九集 、
昭和五

十二
年六
月)

「
方
言
研
究の
歴
史」(『岩波講座日本語第十一
巻

14 

方一百円
昭和五
十二
年十



徳川宗賢博士年譜および著述目録

一
月)

「
架空
教
室『
言
語
地
理
学
演
習」
第一
日」(「月刊言語」
七巻九号 、
昭和五

十三
年九月)

「
単
語の
死
と
生・
方
言
接
触の
場
合」(『国語学』
=
五
集 、
昭和五
十三
年

十二
月)

「
方
言を
見
る
目
ll上方落語の場合
||」(「月刊言語』

八巻一
号 、
昭和五
十四

年一
月)

「
地
域の
生
命
力

n方
言。」(『国語展望」
増刊号 、
昭和五
十四年九月)

「こ
れか
ら
の
言
語地
理
学」(『国語学』
一一
九集 、
昭和五
十四年十二
月)

「
標
準
語
と
方
言につ
い
て」
(『佐藤茂教授退官記念
論集国語学』
桜楓社 、

昭和五
十五
年十月)

「こ
と
ば
の
真
実を
求め
て」(『国語教育相談室」二
六
四 、
昭和五
十七
年八
月)

「F・
c-
パ
ン
編
「日
本
語の
男
女
差』」(書評)
(「日
本語教育』
四
十八号 、

昭和五
十七
年十月)

「
言
語
使用
の
地
域
差」
(『人類科学』
三
十五
号 、
昭和五
十八
年三
月)

「
各地
方
言
訳・
韮讃は舗である」から」(『大阪大学日
本学報」
二
号 、
昭和五
十

八
年三
月)

「
緑の
方
言」
(「日
本語学」
二
巻五
号 、
昭和五
十八
年五
月)

「「日
本
言
語
地
図」
か
ら
み
た
方
言の
東
西
対立・
概
観」
(『平山輝男古稀記

念論文集
現代方言学の
課題
社会的研究篇」
明治書院 、
昭和五
十八
年

六
月)

「〈
短
信〉
方
言
周
圏
論の
淵
源」(『国語学』
二一
三
集 、
昭和五
十八
年六
月)

「《
短
信》
標
準
語か
ど
う
か」
(『国語学」
一
三六
集 、
昭和五
十九年三
月)

「〈
回
想・
こ
の一
冊V
東
条
操
著『新
修
国
語学
史』」
(『国文学解釈と教材の

研究』
二
十九巻十三
号 、
昭和五
十九年十月)

「
方
言に
み
る
東と
西」(『東と西

一
月)

「こ
とば
づ
かい
の
風土
性」(『日本の風土」
弘文堂 、
昭和六
十年二
月)

「
地
域
差と
年
齢
差
||新潟県糸魚川市早川谷における調査から
||」(『方言の

諸

相』
三
省堂一 、
昭和六
十年三
月)

「「日
本
言
語
地
図』
か
ら
み
た
上
方こ
とば」(『上方ことばの世界』
武蔵野書

院 、
昭和六
十年十一
月)

「こ
と
ば
の
調
査・
序
説」(『言語生活』
四
二 、
昭和六
十一
年二
月)

「
和
歌
山
県
紀ノ
川
流
域の
言
語
調査
報
告」(共著)(『大阪大学日本学報』五

号 、
昭和六
十一
年三
月)

「日
本
語の
方
言」(「日
本民俗文化大系一
風土と文化
||日本列島の位相i

』
小学館 、
昭和六
十一
年五
月)

「
日
本語を
め
ぐ
る
中
心と
周
縁」(「日本晶子』
七号 、
昭和六
十一
年六月)

「
方
言
地
図と
そ
の
解
釈」(「論集日本語研究二
歴史編』
明治書院 、
昭和六

十一
年十一
月)

「
方
言の
楽し
み」(「月刊言語」
十六巻九号 、
昭和六
十二
年八
月)

「
和
歌
山
県
中
部
域の
言
語
動
態に
関す
る
調
査
報
告」(共著)(『大阪大学日

本学報』
七号 、
昭和六
十三
年三
月)

「
社
会
言
語学の
理
論と
方
法
||日本と欧米のアプローチについて
||一

コ
メ
ン

ト」
(「言語研究」
九十三
号 、
昭和六
十三
年三
月)

「
方
言の
研
究」(『日
本語百科大事典』
大修館書応 、
昭和六
十三
年五
月)

「
方
言
雑
感」
(『
国語展望』
八十一
号 、
平成元年一
月)

「日
本語
研
究の
流
れ」(『阪大日本語研究」
一
号 、
平成元年三
月)

「《短
信》
日
本
人の
リ
テ
ラ
シ
|
||明治十四年の『識字調』から
|l」(「国語学」

一
五八
集 、
平成元
年九月)

二つの日
本』大阪書籍 、
昭和五
十九年十
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「
日
本
語
基
盤
語
家へ
の
接
近」(『日
本研究

年十二
月)

「
日
本の
方一一百
||日本語の形成とのかかわり
||」

(『日
本語の形成』
三
省堂 、
平

成二
年三
月)

「
九
学
会
連
合と
言
語
学」
(『人類科学』
四
十二
号 、
平成二
年三
月)

「
言
語
地
理
学」
(『日
本方言研究の
歩み』
角川書底 、
平成二
年六
月)

「
日
本
語の
地
域
差と
そ
の
消
長」(『こ
とばの比較文明学』
福武智底 、
平成二

年七
月)

「
国
際
化
社
会に
お
り
る
日
本
語」
(『国語展望』
八
十七号 、
平成三
年二
月)

「
方
言
研
究の
百
年一
作
品
十
種」
(『日
本語学』
十巻二
号 、
平成三
年二
月)

「
方
言の
語
会」
(『阪大日
本語研究』
三
号 、
平成三
年三
月)

「《短
信》
日
本
語の
危
機」(『国語学」
一
六四集 、
平成三年三
月)

「《短
信》
沖
縄
軍
政
下の
公
用
語」
(『国語学』
一
六六
集 、
平成三
年九月)

「「方
言
文
法
全
園
地
図』
へ
の
期
待」
(『日
本語学」
十一
巻六
号 、
平成四年五

月)

日語と
伝承』
角川議行底 、
平成元

tH，
Y
巾
己
℃
印
白
コ
巳

己
O
宅
コ
印
O『

門出
血一
巾
n
g
一
コ
]
出
刃
包
コ
.
(
め
SN
3，

N川
忌
芯
ロ~
ロ
htn
ミ

め町一世-Rh民H向的ω九時噂]{申UN-
一戸)

「
方
言の
ゆ
くえ」(『国文学解釈と
教材の
研究』
三
十八巻十二
号 、
平成五年

十一
月)

「
方一盲学か
ら
社
会
言
語
学へ」
(『阪大日
本語研究』
六
号 、
平成六
年三
月)

「『日
本
方
言
大
辞
典』
そ
の
成立
と
可
能
性」
(「日
本語学」
十三
巻七
号 、
平成

六
年六
月)

「
社
会
言
語
学の
風」
(『日
本語学』
十三巻寸号 、
平成六
年九月)

「
社
会
言
語
学」
(『国語学の五
十年』
武蔵野書院 、
平成七年五
月)

「
日
本
語
教
員養
成と
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験」(『日
本語教育』八
十六
号

別冊 、
平成七年十一
月)

「
語の
地理
的
伝
播
速
度」(『言語学林一
九九五l一
九九六」三
省堂 、
平成八

年四月)

「
日
本語の
近
代」(『大阪大学日
本学報』二
十周年記念特集号 、
平成八年十

二
月)

「
日
本
語の
国
際
化と
国
語
教
育」(『実践国語研究」二
十一
巻一
号 、
平成九年

一
月)

「
新しい
国
語
教
育を
求め
て」(『実践国語研究』二
十一
巻三
号 、
平成九年三

月)
「
日
本語
教
員
養
成の
課
題」
(『日本語学」
十六巻六
号 、
平成九年五
月)

「
地
球
規
模で
日
本語を
研
究す
る
楽しみ」(『月刊言語』
二
十六
巻五
号 、
平

成九年五
月)
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